
二

専
攻
学
科
目　

日
本
経
済
史

生　

年　

月　

昭
和
一
六
年　

九
月

略　
　
　

歴　

昭
和
三
九
年　

三
月 

滋
賀
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業

同　

四
一
年　

三
月 

大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

四
三
年　

一
月 
大
阪
大
学
経
済
学
部
助
手

同　

四
四
年　

四
月 
松
山
商
科
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師

同　

四
六
年　

四
月 

松
山
商
科
大
学
経
済
学
部
助
教
授

同　

五
三
年　

四
月 

松
山
商
科
大
学
経
済
学
部
教
授

同　

五
八
年　

四
月 

経
済
学
博
士
（
大
阪
大
学
）

同　

六
三
年　

八
月 

米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
（
平
成
元
年
八
月
ま
で
）

平
成　

元
年　

四
月 

松
山
大
学
経
済
学
部
教
授
（
校
名
変
更
に
よ
る
）

同　

一
二
年　

四
月 

松
山
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
長
（
平
成
一
六
年
三
月
ま
で
）

同　

一
二
年
一
〇
月 

松
山
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
平
成
一
五
年
九
月
ま
で
）

同　

二
四
年　

四
月 

松
山
大
学
名
誉
教
授

同　

二
八
年　

四
月 

関
西
大
学
経
済
政
治
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
（
現
在
に
至
る
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

岩い
わ　

橋は
し　
　
　

勝ま
さ
る



一
一

経
済
学
博
士
岩
橋　

勝
氏
の
『
近
世
貨
幣
と
経

済
発
展
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

本
書
（『
近
世
貨
幣
と
経
済
発
展
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
一

〇
月
）
は
、
伝
統
的
に
改
鋳
を
中
心
と
し
た
三
貨
制
度
や
、
幕
府
財
政
政
策
と

の
関
連
で
考
察
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
徳
川
時
代
の
貨
幣
史
に
、
新
た
な
視

角
と
枠
組
を
構
築
し
た
著
作
で
あ
る
。
貨
幣
と
経
済
発
展
の
因
果
関
連
を
直
接

分
析
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
大
名
領
国
な
ど
、
地
方
に
お
け
る
小
額
貨
幣
へ

の
需
要
増
大
と
様
々
な
形
態
の
通
貨
発
行
と
の
関
連
に
注
目
し
、
銭
貨
だ
け
で

は
な
く
藩
札
・
私
札
も
対
象
と
し
、
地
域
経
済
の
流
通
実
態
を
丁
寧
に
み
る
こ

と
か
ら
、
近
世
貨
幣
史
の
流
れ
と
経
済
発
展
の
態
様
と
の
対
応
関
係
を
考
察
す

る
。戦

後
の
近
世
貨
幣
史
研
究
に
革
新
を
も
た
ら
し
た
研
究
は
、
一
九
七
八
年
刊

の
新
保　

博
著
『
近
世
の
物
価
と
経
済
発
展
』（
東
洋
経
済
新
報
社
）
で
あ
っ
た
。

幕
府
に
よ
る
貨
幣
品
位
と
量
目
変
更
の
歴
史
の
な
か
で
、
元
文
改
鋳
（
一
七
三

六
年
）
の
意
義
を
貨
幣
需
要
に
応
え
る
政
策
意
図
が
あ
っ
た
点
に
見
出
し
、
一

七
七
二
年
以
降
に
お
け
る
南
鐐
二
朱
銀
等
の
計
数
銀
貨
（
金
貨
単
位
を
額
面
と

す
る
銀
貨
）
発
行
に
幕
府
の
金
本
位
制
志
向
を
読
み
と
り
、
そ
の
後
の
定
説
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
枠
組
は
伝
統
的
な
金
銀
二
貨
体
制
論
で
あ
り
、
岩
橋

氏
の
研
究
は
こ
の
点
へ
の
批
判
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
九
八
〇
年
の
専
門
雑
誌
特

集
号
（『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
七
三
巻
三
号
「
徳
川
貨
幣
史
へ
の
新
視
角
」）
に

寄
稿
し
た
論
文
「
徳
川
後
期
の
『
銭
遣
い
』
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
批
判
を

銭
貨
が
補
助
貨
幣
だ
っ
た
と
い
う
想
定
に
向
け
、
金
遣
い
経
済
圏
お
よ
び
銀
遣

い
経
済
圏
と
並
ん
で
「
銭
遣
い
」
の
経
済
圏
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

問
題
提
起
と
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
岩
橋
氏
の
努
力
は
銭
遣
い
事
例
の
発
掘
と
解
明
に
加
え

て
、
①
銭
貨
を
計
数
銀
貨
や
小
額
金
貨
（
一
分
未
満
金
貨
）
お
よ
び
藩
札
・
私

札
と
並
ぶ
小
額
貨
幣
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、
②
地
域
経
済
の
発
展
に
伴
う
小
額

貨
幣
需
要
の
増
大
に
、
幕
府
、
大
名
領
国
政
府
、
民
間
金
融
業
者
そ
れ
ぞ
れ
が

ど
う
反
応
し
た
か
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
多
様

な
パ
タ
ー
ン
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
同
氏
は
そ
れ
ら
を
ど
う
整
合
的
に
理

解
す
る
か
に
注
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
こ
の
構
想
の
も
と
に
、
広
範
囲
の
資
料
と
事
例
を
渉
猟
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。
序
・
終
章
を
含
み
全
一
五
章

か
ら
な
り
、
第
Ⅰ
部
で
は
近
世
経
済
の
制
度
的
枠
組
を
概
観
し
た
第
一
章
、
近

世
に
お
け
る
経
済
成
長
と
貨
幣
の
関
係
を
論
じ
た
第
二
章
に
続
き
、
第
三
章
で

金
お
よ
び
銀
に
対
す
る
銭
相
場
の
地
域
別
時
系
列
の
整
備
が
な
さ
れ
、
第
四
章



一
一

で
は
金
銀
お
よ
び
銭
の
貨
幣
在
高
（
ス
ト
ッ
ク
）
の
再
推
計
が
試
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
統
計
整
備
か
ら
、
第
一
に
、
銭
相
場
に
つ
い
て
は
一
七
七
〇
年
代
の

急
落
と
、
そ
れ
以
降
幕
末
ま
で
続
く
構
造
的
銭
安
が
観
察
さ
れ
、
第
二
に
、
硬

貨
ス
ト
ッ
ク
系
列
か
ら
算
出
さ
れ
た
小
額
貨
幣
比
率
（
表
二－

三
）
か
ら
は
徳

川
後
半
期
に
お
け
る
小
額
硬
貨
割
合
の
顕
著
な
上
昇
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

れ
ら
の
背
後
に
あ
っ
た
の
は
、
銭
貨
素
材
の
銅
か
ら
鉄
へ
の
切
り
替
え
と
、
南

鐐
二
朱
銀
に
始
ま
る
小
額
金
銀
貨
の
大
量
発
行
で
あ
っ
た
。
岩
橋
氏
は
、
と
く

に
後
者
の
銭
貨
代
替
効
果
が
大
き
か
っ
た
と
判
断
し
、
そ
こ
に
小
額
貨
幣
需
要

の
高
ま
り
に
対
す
る
幕
府
の
反
応
を
み
る
。
そ
れ
が
│
│
第
五
章
に
お
け
る
日

中
韓
三
国
比
較
検
討
の
結
果
を
加
味
す
れ
ば
│
│
徳
川
時
代
の
貨
幣
経
済
化
を

東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
も
っ
と
も
高
い
水
準
へ
押
上
げ
た
と
結
論
す
る
。

以
上
は
硬
貨
の
み
の
観
察
で
あ
っ
た
。
第
Ⅱ
部
で
は
紙
幣
へ
と
焦
点
を
移

す
。
最
初
の
第
六
章
が
、
藩
札
と
私
札
の
発
行
例
を
可
能
な
か
ぎ
り
網
羅
的
に

サ
ー
ベ
イ
す
る
。
藩
札
に
関
す
る
研
究
史
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
の
関
心

は
そ
の
流
通
実
態
で
あ
り
、
札
値
が
一
時
的
に
下
落
し
た
り
不
安
定
と
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
定
期
間
を
超
え
た
流
通
持
続
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
の
藩
札
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
私
札
発
行
一
覧
表
か

ら
わ
か
る
こ
と
を
加
え
て
み
れ
ば
、
藩
札
を
一
定
期
間
以
上
流
通
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
た
事
例
は
一
九
世
紀
に
入
る
と
増
加
し
た
こ
と
（
た
と
え
ば
、
第
七

章
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
松
山
藩
で
は
銀
札
を
発
行
し
た
が
、
領
内
の
銭
遣

い
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
銭
匁
札
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
定
流
通
に
成
功
し
た

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
）、
た
だ
し
成
功
例
は
け
っ
し
て
多
く
な
か
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
不
成
功
を
補
う
よ
う
に
、
幕
末
の
天
保
以
降
に
私
札
の
流
通
が
増
加

を
始
め
、
一
八
四
〇
年
代
以
降
に
急
増
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

発
見
事
実
か
ら
示
唆
さ
れ
る
の
は
、
地
域
経
済
に
お
け
る
貨
幣
需
要
の
重
要
性

で
あ
り
、
藩
府
が
藩
札
発
行
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
失
敗
し
た
と
こ
ろ
で
私
札
が

登
場
し
た
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
の
な
か
に
は
、
私
札
が
事
実
上
の
藩
札

と
な
っ
た
例
（
第
八
章
）
や
、
私
札
の
ま
ま
地
域
の
な
か
で
主
要
な
通
貨
の
役

割
を
果
た
し
た
場
合
も
含
ま
れ
て
い
た
（
第
九
章
）。

近
世
紙
幣
に
関
す
る
以
上
の
観
察
を
承
け
、
第
Ⅲ
部
の
第
一
〇
章
で
は
、
紙

幣
発
行
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
銭
札
発
行
の
事
例
を
抽
出
し
、
銭
遣
い
の
実
態
を

分
析
す
る
。
一
覧
表
に
収
録
さ
れ
た
の
は
額
面
一
貫
文
以
上
の
銭
札
と
銭
匁
札

で
あ
る
。
後
者
は
一
定
枚
数
の
銭
貨
を
一
匁
と
勘
定
す
る
と
こ
ろ
の
札
で
あ

り
、
銀
と
銭
の
関
係
を
直
接
に
知
る
手
が
か
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
一

覧
表
か
ら
、
銭
匁
札
は
、
銀
建
で
あ
り
な
が
ら
銀
貨
不
足
で
、
か
つ
小
額
貨
幣

の
流
通
量
が
不
十
分
の
地
方
で
機
能
し
た
ら
し
い
こ
と
、
そ
れ
も
銀
銭
比
率
を

固
定
し
た
銭
匁
札
の
場
合
に
そ
の
傾
向
が
明
瞭
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

も
っ
と
も
紙
幣
の
発
行
は
西
日
本
に
偏
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
観
察
に
も
バ
イ

ア
ス
が
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
東
日
本
で
あ
っ
て
も
弘
前
藩
の
よ
う
に
銀
建
経

済
で
あ
っ
た
大
坂
市
場
と
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
や
は
り
固
定



一
一

銭
匁
遣
い
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
銭
匁
札
の
背
後
に
あ
っ
た
要
因
が
何
で
あ
っ

た
か
を
よ
く
示
し
て
い
る
（
第
一
一
章
）。
そ
れ
に
加
え
て
、
西
日
本
に
お
い

て
も
相
対
的
に
後
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
銭
匁
遣
い
が
地
域
の
貨
幣
経
済
化
に
寄

与
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
こ
と
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
西

日
本
の
な
か
で
は
遠
隔
の
地
で
あ
っ
た
土
佐
（
第
一
二
章
）
や
九
州
各
地
（
第

一
三
章
）
で
は
固
定
銭
匁
遣
い
が
定
着
し
た
と
い
う
。

以
上
の
要
約
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
銭
遣
い
を
中
心
に
据
え
た
枠

組
の
な
か
で
展
開
さ
れ
、
近
世
貨
幣
史
に
斬
新
で
重
要
な
貢
献
を
お
こ
な
っ

た
。
し
か
も
、
岩
橋
氏
の
努
力
は
銭
貨
以
外
の
問
題
領
域
に
も
向
け
ら
れ
、
実

際
、
第
一
の
貢
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
本
書
の
第
四
章
に
収
め
ら
れ
た
二

世
紀
に
わ
た
る
貨
幣
在
高
の
改
訂
系
列
（
表
四－
一
〇
）
な
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
銭
貨
ス
ト
ッ
ク
の
新
推
計
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
金
銀
貨
の
既
往
系
列
を

海
外
流
出
分
の
丁
寧
な
再
検
討
と
改
鋳
時
に
お
け
る
回
収
分
の
補
訂
に
よ
っ
て

改
訂
を
し
た
も
の
で
、
現
段
階
で
は
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
近
世
貨
幣
ス
ト
ッ

ク
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
。

第
二
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
関
連
す
る
。
第
一
〇
章
の
「
近
世
銭
札
発
行

一
覧
」（
別
表
一
〇－

一
）
が
そ
れ
で
、
既
往
の
資
料
集
に
依
拠
し
な
が
ら
も

新
た
な
事
例
を
加
え
、
精
査
・
補
訂
を
し
た
、
事
例
数
二
〇
〇
を
超
え
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
地
域
別
の
銭
相
場
統
計
の
整
備
（
第
三
章
）、
お
よ
び
私

札
の
時
期
別
か
つ
地
域
別
の
発
行
事
例
一
覧
（
別
表
六－

一
）
と
と
も
に
、
今

後
の
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
礎
と
な
ろ
う
。

第
三
は
分
析
面
に
お
け
る
小
額
貨
幣
比
率
の
採
用
で
あ
る
。
こ
の
比
率
は
南

鐐
二
朱
銀
鋳
造
を
嚆
矢
と
す
る
金
銀
貨
の
小
額
面
貨
幣
を
も
含
ん
で
定
義
さ
れ

て
お
り
、
貨
幣
素
材
に
こ
だ
わ
る
従
来
の
貨
幣
史
を
需
給
分
析
に
軸
足
を
移
動

さ
せ
た
研
究
に
転
換
さ
せ
る
上
で
重
要
な
尺
度
で
あ
る
。
も
っ
と
も
表
二－

二

に
示
さ
れ
た
比
率
は
硬
貨
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
て
、
札
を
も
含
め
て
計
算
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
比
率
の
水
準
と
ト
レ
ン
ド
に
は
若
干
の
違
い
が
生
じ
た
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
小
額
貨

幣
へ
の
需
要
が
高
ま
り
、
そ
の
不
足
感
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
時
代
だ
っ
た
と
い
う
結
論
が
動
く

こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
小
額
貨
幣
比
率
の
上
昇
は
た
し
か
に

徳
川
後
期
の
農
村
中
心
的
経
済
発
展
仮
説
お
よ
び
新
保
氏
以
降
の
研
究
動
向
と

整
合
的
な
発
見
事
実
な
の
で
あ
る
。

第
四
の
貢
献
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
紙
幣
経
済
へ
の
志
向
と
い
う
、
も

う
一
つ
の
事
実
を
基
本
構
図
に
組
込
み
、
第
Ⅱ
、
第
Ⅲ
部
に
お
け
る
事
例
研
究

の
章
が
よ
く
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
銭
遣
い
の
拡
が
り
と
、
藩
札
お
よ
び
私
札

発
行
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
流
通
実
態
の
多
様
化
と
は
、
銀
建
取
引
に
銀
貨
が

使
わ
れ
な
く
な
る
傾
向
お
よ
び
金
本
位
制
へ
と
い
う
大
き
な
流
れ
と
各
地
域
経

済
固
有
の
事
情
と
の
な
か
で
理
解
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
岩
橋
氏
は
近
世
貨
幣
史
の
基
本
的
な
流
れ
を
、
本
書
に
お
い



二
二

て
説
得
力
を
も
っ
て
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
貨
幣

史
は
金
融
発
展
の
問
題
と
密
接
に
か
か
わ
る
の
で
、
経
済
発
展
と
の
関
連
を
探

る
た
め
に
は
金
融
面
、
と
く
に
京
・
大
坂
・
江
戸
を
中
心
と
し
た
手
形
市
場
の

動
向
も
ま
た
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
面
へ
の
言
及
が
本

書
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
な
い
も
の
ね

だ
り
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
、
今
後
の
近
世
経
済
発
展
の
研
究
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
視
角
と
知
見
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な

く
、
日
本
学
士
院
賞
に
値
す
る
業
績
で
あ
る
。

主
要
業
績

著
書

 

1　
『
貨
幣
の
統
合
と
多
様
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』（
編
著
）
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
一
年

 

2　
『
近
世
貨
幣
と
経
済
発
展
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年

 

3　
『
日
本
の
お
金
の
歴
史
（
江
戸
時
代
）』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年

 

4　
『
東
予
社
会
と
住
友
│
そ
の
史
的
特
質
と
共
生
的
関
係
』（
編
著
）
松
山
大
学
総
合
研

究
所
、
二
〇
〇
二
年

 

5　
『
近
世
日
本
物
価
史
の
研
究
』
大
原
新
生
社
、
一
九
八
一
年

主
要
論
文
［
単
著
に
収
録
さ
れ
た
も
の
は
一
部
を
除
き
割
愛
］

 

1　
「
近
世
紙
幣
の
流
通
基
盤
」、
鎮
目
雅
人
編
『
信
用
貨
幣
の
生
成
と
展
開
』、
一
一
九

－

五
五
頁
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年

 

2　
「
近
世
畿
内
周
辺
地
域
の
銭
匁
遣
い
│
北
近
畿
・
宮
津
藩
領
を
中
心
と
し
て
」、『
松

山
大
学
論
集
』
第
二
〇
巻
二
号
、
一
八
九－

二
二
三
頁
、
二
〇
〇
八
年

 

3　

ʻThe Institutional Fram
ew

ork of the Tokugaw
a Econom

yʼ, in A
. H

ayam
i, O

. 

Saito and R
.P. Toby, eds., Em

ergence of Econom
ic Society in Japan 1600–

1859, pp. 85–104, O
xford U

niversity Press, 2004
 

4　
「
近
世
の
貨
幣
・
信
用
」、
桜
井
英
治
・
中
西
聡
編
『
流
通
経
済
史
』、
四
三
一－

六

九
頁
、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年

 

5　
「
近
世
後
期
南
紀
に
お
け
る
貨
幣
流
通
」、『
松
山
大
学
論
集
』
第
一
二
巻
四
号
、
一

－

三
八
頁
、
二
〇
〇
〇
年

 

6　
「
近
世
三
貨
制
度
の
成
立
と
崩
壊
│
銀
目
空
位
化
へ
の
道
」、『
松
山
大
学
論
集
』
第

一
一
巻
四
号
、
一
七
一－

二
〇
四
頁
、
一
九
九
九
年

 

7　
「
地
方
の
流
通
実
態
か
ら
見
る
江
戸
期
貨
幣
制
度
の
変
容
」、『
松
山
大
学
論
集
』
第

一
〇
巻
二
号
、
三
三－

六
〇
頁
、
一
九
九
八
年

 

8　
「
景
気
変
動
と
物
価
」、
西
川
俊
作
他
編
『
日
本
経
済
の
二
〇
〇
年
』、
五
五－

七
五

頁
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
六
年

 

9　
「
日
本
の
物
価
変
動
：
一
六
二
〇
〜
一
九
八
四
│
景
気
循
環
の
長
期
波
動
を
求
め

て
」、『
松
山
大
学
論
集
』
第
五
巻
三
号
、
二
五
五－

七
六
頁
、
一
九
九
三
年

 

１０　
「
近
代
移
行
期
名
古
屋
物
価
の
動
き；

一
八
三
〇
〜
七
九
年
│
京
阪
物
価
と
の
比
較

を
中
心
に
し
て
」、『
大
阪
大
学
経
済
学
』
第
四
二
巻
三
／
四
号
、
一
八
三－

二
〇
三

頁
、
一
九
九
三
年

 

１１　
「
明
治
期
一
地
方
都
市
の
物
価
と
賃
金
、
一
八
八
〇－

一
九
一
三
」、『
松
山
大
学
論

集
』
第
四
巻
三
号
、
三
五
七－

八
七
頁
、
一
九
九
二
年

 

１２　

ʻA
gricultural Production and Spatial Variation in R

ice Prices w
ithin the G

reater 
N

obi in the 1870s: A
n A

nalysis of Zenkoku N
osan-hyoʼ,

『
松
山
大
学
論
集
』
第

二
巻
五
号
、
四
九
三－

五
一
九
頁
、
一
九
九
〇
年

 

１３　
「
地
方
経
済
構
造
の
地
理
学
」、
新
保
博
・
斎
藤
修
編
『
近
代
成
長
の
胎
動
』、
二
一

九－

六
六
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年

 
１４　
「
徳
川
経
済
の
制
度
的
枠
組
」、
速
水
融
・
宮
本
又
郎
編
『
経
済
社
会
の
成
立
』、
八

五－

一
二
八
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年

	

１５　
「
広
域
濃
尾
地
方
圏
の
物
価
変
動
、
一
七
五
六－

一
八
六
七
│
刈
谷
物
価
を
中
心
と

し
て
」、『
松
山
商
大
論
集
』
第
三
九
巻
二
号
、
三
三
五－

六
六
頁
、
一
九
八
八
年



二
一

 
１６　
「
近
世
銭
貨
流
通
の
実
態
│
防
長
に
お
け
る
銭
匁
遣
い
を
中
心
と
し
て
」、『
大
阪
大

学
経
済
学
』
第
三
五
巻
四
号
、
二
九－

五
〇
頁
、
一
九
八
六
年

 

１７　
「
江
戸
前
期
（
一
七
世
紀
）
の
米
価
動
向
と
経
済
」、
原
田
敏
丸
・
宮
本
又
郎
編
『
歴

史
の
な
か
の
物
価
│
前
工
業
化
社
会
の
物
価
と
経
済
発
展
』、
一
七－

四
七
頁
、
同

文
舘
、
一
九
八
五
年

 

１８　
「
播
州
に
お
け
る
銭
匁
札
流
通
」、
近
畿
大
学
『
商
経
学
叢
』
第
三
〇
巻
特
別
号
、
五

五－

八
二
頁
、
一
九
八
四
年

 

１９　
「
南
部
地
方
の
銭
貨
流
通
│
近
世
「
銭
遣
い
経
済
圏
」
論
を
め
ぐ
っ
て
」、『
社
会
経

済
史
学
』
第
四
八
巻
六
号
、
五
八
五－

六
〇
五
頁
、
一
九
八
三
年

 

２０　
「
徳
川
期
米
価
の
地
域
間
格
差
と
市
場
形
成
」、
社
会
経
済
史
学
会
編
『
新
し
い
江

戸
時
代
史
像
を
求
め
て
│
そ
の
社
会
経
済
史
的
接
近
』、
二
二
四－

二
四
六
頁
、
東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
七
年




